
平成２６年度 第２３回 役員会議事要旨 

 

日 時  平成 ２７年２月１３ 日（金） １０時３０ 分～１２時０６ 分 

場 所  大学本部３階学長室 

出席者  学長，瀬口理事，中島理事，宮﨑理事，岩本理事，吉田理事 

欠席者  なし 

陪席者  佐々木監事，後藤学長室長 

 

○学長から，平成２６年度第２０回及び第２１回役員会の議事要旨の確認について依

頼があった。 

 

【 審議事項 】 

（１） 学部等の自己点検・評価結果を大学運営の改善に反映させるマネジメントサイク

ルについて 

 本件について，岩本理事から次の通り説明があった。 

２月４日に開催された中期目標・中期計画実施本部会議にて了承されたもので，

各部局が行った自己点検評価を最終的に役員会で検証するものである。 

学部によっては「改善を要する点」に対し「特になし」という回答が複数見受

けられたが，次なる課題の把握に努めるべきではないか。そして次なる課題の改

善を繰り返すことが重要である。課題を解決して終わりではないということを全

学的な認識としたい。また，設置基準を満たしていない学部学科等がみられるの

で，早急な対応が望まれる。 

また，企画評価課長から各学部の自己点検評価結果について次の通り説明が

あった。 

改善点について，農学部・農学系研究科において「特になし」の回答が目立つ

ので，新たな課題の把握に努めるべきではないか。また，教育学研究科の専任教

員数が設置基準を満たしていないにも関わらず，改善点として挙がっていないこ

とが問題ではないか。 

 学長から，早急な対応を求める旨の発言があり，審議の結果，了承された。 

 

（２） 給与支給明細・源泉徴収票のオンライン化について 
 本件について，岩本理事からオンライン化によって経費削減など様々なメリッ

トがある旨の説明があった。 
次いで人事課長から，詳細な説明があり，審議の結果，了承された。 

 
（３） その他 

 特になし。 
 

【協議事項】 
（１） 全学的な組織再編について  

 岩本理事から本件の概要について説明があった。 
次いで企画評価課長から，改組（定員減）による収入影響額等について説明が

あった。 
さらに，甲斐文化教育学部長から，学部・研究科の廃止と設置，教育研究組織

の改編等について説明があった。 



協議の結果了承され，直近の教育研究評議会及び経営協議会，その後の役員会

にて審議することとなった。 
 

（２） 佐賀大学大学教育功績等表彰規定の一部改正（案）について 
 教務課長から，本件について，第４条第３項の条文を追加する旨，説明があっ

た。 
 協議の結果了承され，直近の教育研究評議会及びその後の役員会において審議

することとなった。 
 
（３） 国立大学法人佐賀大学における公正な研究活動の推進に関する規程の制定につ

いて 
 中島理事から，本件について，文部科学大臣決定による新たなガイドラインに

対応した本学の規程を３月末までに整備する旨の説明があった。 
 次いで研究協力課長から，文部科学大臣決定のガイドラインと本学規程案の概

要について説明があった。 
協議の結果了承され，直近の教育研究評議会及びその後の役員会にて審議する

こととなった。 
 
（４） 佐賀大学学則の一部改正について 

 医学部事務部長から，本件について，平成２７年度概算要求が認められたもの

であり，医学部看護学科の３年次編入学定員を１０人→０人に改定し，収容定員

２６０人→２４０人，医学部小計が８４８人→８２８人となる旨説明があった。 
 協議の結果了承され，直近の教育研究評議会及びその後の役員会にて審議する

こととなった。 
 

（５） その他 
 特になし。 
 

【報告事項】 
（１） 学内規則の見直し（案）について 

総務課長から，本件について，次の通り説明があった。 
学校教育法及び国立大学法人法の改正を受けて，学内規則を見直すものであり，

教授会の役割の明確化等について見直す旨説明があった。 
また独立行政法人通則法の改正に伴う対応として，監事機能の強化，国立大学

法人佐賀大学基本規則の構成等の見直しを行うものである旨の報告があった。 
 
（２） 平成２６年度就職内定状況について（２月６日現在） 

就職支援課長から，平成２７年２月６日現在の就職内定状況について報告が

あった。学部と大学院を合わせた総計の内定率Ａが８５．１％（前回から４．７

ポイント増），内定率Ｂが７２．３％（前回から５．２ポイント増）であった。 
 

（３） 研究センターの時限到来に伴う評価の結果について 
 中島理事から，４つの研究センターの次元到来に伴い行った評価結果について

報告があった。 
 



 
（４） 平成２６年度「研究シーズ」の次年度継続審査について 

９件の研究シーズについての継続審査結果について，８件が継続，１件が今年

度で打ち切りとなった旨報告があった。 
 

（５） その他 
 特になし。 
 

【 その他 】 
  特になし。 
 

 

以上 


